
 

 

 

 

 

 

 

長い休校期間が明け，段階的に登校ができるようになって２週間がたちました。来週からは，６校時

の授業が始まります。少しずつ生活のリズムを取り戻し，学校で過ごす時間を１００％有意義なものに

できるよう心掛けていきたいところです。 

子どもたちは最高学年としての道のりを再び歩み始めました。休校中も，最高学年として模範的

な姿を示そうと，本当によく我慢を続けました。学校が始まり，学習面でも，生活面でも，子どもたち

を近くで，全力で支えていきたいと思います。 

これまでの期間の中で，できなかったこともありますが，これから歩む道の中で，今できることに

一生懸命になることが大切だと思います。今後とも変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。 
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[プール掃除・水泳学習について] 

・ 本年度，水泳学習は実施しません。新型コロナウイル 

感染拡大防止のため，毎年５・６年生が行っている 

「プール掃除」，そして「水泳学習」についても本年度 

は舞鶴市の小学校は実施しないこととなりました。 

なお，水遊び等における安全指導につきましては， 

１～２時間程度行います。ご家庭でも，水中・水辺での  ※ 修学旅行について 

安全な行動について，確認をお願いいたします。      ・ 現時点では実施の予定です。 

                             ・ ８月に修学旅行説明会を実施する予定です。 
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国語…笑うから楽しい 時計の時間と心の時間 

社会…わたしたちの願いと政治のはたらき 大昔のくらしとくにの統一 

理科…植物の成長と日光のかかわり 体のつくりとはたらき 

算数…文字と式 分数×分数 音楽…いろいろな音色を感じ取ろう ラバーズコンチェルト 

図工…ここから見ると 体育…リレー運動 バレーボール 体力テスト 

道徳…夢に向かって 陽子，ドンマイ！ 君の声が聞きたい など 

外国語…This is me!  家庭…毎日の生活をふりかえろう エプロンづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜４・５月の学習内容について＞ 
休校により，学校で学習できずにいる内容については，今後の授業の中で補っていく予定です。す

でにお知らせしたとおり，今年度については，夏休みが短縮される予定です。子どもたちの健康にも

十分留意しながら，学習時間を確保し，できる範囲で，十分な学びの保障を 

図りたいと思います。なお，引き続きホームページには自主学習のヒントに 

なる学習サイトのリンクを掲載しておきます。ぜひ積極的にご利用いただけ 

れば幸いです。 

（学校のホームページではその他にも，この学年だよりや子どもたちの学習 

の様子などをカラーの写真付きで更新しています！ぜひご覧ください！） 

できたこと・できなかったこと～次につなげる力を身に付けよう～ 

「休校中，みんなはどんなふうに過ごしていた？」 

久しぶりに登校した５月１９日。子どもたちに一番はじめにしたおたずねです。 

「ずっと家にいて暇やった」「時間割通りできた」「ゲームばっかりしてしまった」など，

反応は様々でしたが，子どもたちの元気な反応，久しぶりに聞く元気な声に，私たち担任

もまた，たくさんの元気をもらいました。 

 この休校中に，子どもたちの社会を見る目は，おのずと育まれたことと思います。家族

と話したり，報道番組を見たりする中で，社会の混乱やそれに立ち向かう人々を目にして，

教科書では学習できないことを学べたのではないでしょうか。 

 「このことを，子どもたちと考えたいな」「みんなならどう思うだろう」と私たち担任も

思う日がたくさんありました。今目の前で起こっていることと，学校での学習のつながり

を大切にして指導に当たっていきたいと，改めて感じました。 

 この休校中は，なかなか家庭学習のリズムが作れなかった子もいるでしょう。しかし，

それは，「今」できなかっただけです。大切なことは，今回の反省を活かして「次」できる

ようになること，進歩することです。それはきっと，子どもたちだけでなく，社会全体に

も言えることなのでしょう。未来を担う子どもたちにこそ，「次」につなげる力を付けてい

けるよう，指導に当たっていきたいと思います。 


